
　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　

　 　

　

【緑地を楽しむ本】

『王さまになった羊飼い』　　　　チベットの昔話

　　　　　　　松瀬七織　再話　／　イ　ヨンギョン　絵　　

福音館書店

　むかし、 ある地主

の家に　羊飼いの男

の子がいました。 ど

んな天気の日でも

　草原へ羊を連れ

ていっていたのです

が、地主からは食べ

るものとして、毎日ほ

んの少しのツァンパ

（はだか麦を炒って粉にしたもの。チベット人の

主食）しかもらえず、いつもひもじい思いをして

いました。ある日、うさぎの姿にされてしまって

いた天の神を助け、お礼に動物の言葉がわか

るようにしてもらいます。

　地主の家を出た男の子は旅をし、ふとしたきっ

かけで、 ある王国の王子の耳の病気を治して

ほしいと頼まれます。　男の子は困ってしまう　

のですが、たまたま二羽のカラスの話を聞きま

す。　カラスによると、王子の耳の中にクモが巣

をかけているから、そのクモを追い出せばいい

ということらしいのです。　どうやって追い出す

のかというと、 「王子の耳のそばで　たいこをた

たいて、水をちょいとふりまきゃあ、子グモが『母

ちゃん、 母ちゃん、かみなりがなって、あめが

ふってきたよ。　夏がきたから出ていこうよ！』っ

ていうにきまってらあ。」　というのです。　カラス

の言う通りのことをして男の子は、 国の半分を

もらって王さまになる、というお話です。

　このクモを追い出す方法がユニークで印象

的。　たしかに、このごろ物干し竿にかかるクモ

の巣をはらっても、次の日にはまたかかってる。

クモは夏が好き・ ・ ・かな。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠藤）


